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第 89回 消費者安全調査委員会 議事要旨 

 

■日 時：令和元年 12月 23日（月）14:00～16:10 

 

■場 所：中央合同庁舎第４号館４階 共用第２特別会議室 

（東京都千代田区霞が関３－１－１） 

 

■出席者（敬称略、50音順） 

＜消費者安全調査委員会＞ 

 委員長：中川丈久 

委員：小川武史、河村真紀子、澁谷いづみ、城山英明、水流聡子、持丸正明 

＜消費者庁＞ 

  高島審議官、菱田事故調査室長、事故調査室員 

 

■議事次第： 

１．開会 

２．個別事案について 

（１）選定事案 

（２）申出事案 

（３）その他 

３．閉会 

 

■議事概要： 

１．開会 

 

２．個別事案について 

（１）選定事案 

《進捗状況の報告》 

○  調査を実施している事案について、事務局から現在の進捗状況と今後のスケジュ

ールの報告を受けた。 

 

（２）申出事案 

《個別事案について》 

○ 申出のあった個別事案については、選定・不選定決定済みの 352件を除く 17件と

11月に申出のあった４件の計 21件について検討し、調査委員会では、次のとおり

決定した。 

・引き続き情報収集を行う 19件 

・調査等を行わない ２件 

 



 

2 

（３）その他 

○ 「毛染めによる皮膚障害」のフォローアップとして、厚生労働省及び消費者庁の

取組状況を確認した。調査委員会では、意見先行政機関の取組状況の確認について

はこれで終了し、今後は、同種事案の発生状況、件数について、注視していくこと

となった。 

○ 「子供による医薬品誤飲事故」のフォローアップとして、厚生労働省から、日本

製薬団体連合会が実施したアンケート調査結果について追加報告があった。調査委

員会では、厚生労働省及び消費者庁の取組状況の確認については一旦終了し、今後、

事故リスクの減少のために、更にできることがないかを検討していくこととなった。 

○ 次回は令和２年１月に開催する予定。 

 

３．閉会 

文責：消費者庁事故調査室 


